
平成２３年度に実施する特定保険医療材料価格調査（本調査）について（案） 

 

１．趣旨 

  材料価格基準改正の基礎資料を得ることを目的として、特定保険医療材料について、 

保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に販売する医療機器販売業者の販売価格及び 

一定率で抽出された医療機関等での購入価格を調査。 

 

２．調査期間 

  平成２３年○月から同年○月取引分を対象とし、平成２３年○月○日から同年○ 

 月○日の間で実施（ただし、ダイアライザー、フィルム、歯科材料及び保険薬局調 

査分については、平成２３年○月取引分のみを対象）。 

 

３．調査の対象及び客体 

 （１）販売サイド調査 

   保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に特定保険医療材料を販売する医療機

器販売業者の全数。 

                               調査客体数 約６，４００客体 

 （２）購入サイド調査 

   ① 病院、一般診療所（歯科診療所を除く。以下同じ。）の全数を対象とし、以 

下のように抽出された病院及び一般診療所を客体とする。 

    ア 病院の全数から、層化無作為抽出法により４分の１の抽出率で抽出された

病院 

                         調査客体数 約２，２００客体 

 

    イ 一般診療所の全数から、層化無作為抽出法により８０分の１の抽出率で抽

出された一般診療所 

                               調査客体数 約１，３００客体 

 

②  歯科診療所の全数から、層化無作為抽出法により６０分の１の抽出率で抽 

出された歯科診療所 

調査客体数 約１，１５０客体 

 

③  歯科技工所の全数から、層化無作為抽出法により６０分の１の抽出率で抽 

出された歯科技工所 

 調査客体数   約１１０客体 

 

   ④ 保険薬局の全数から、層化無作為抽出法により３０分の１の抽出率で抽出さ 

れた保険薬局 

                         調査客体数 約１，６００客体 

 

４．調査事項 

材料価格基準に収載されている特定保険医療材料の品目ごとの販売（購入）価

格及び販売（購入）数量を調査。 
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５．東日本大震災の影響による調査票配布時等の配慮 

（１）調査客体となる医療機器販売業者及び病院等のうち、下記の区域等に所在する 

ものに対しては、調査票の発送は行わない。 

① （社）日本損害保険協会が津波や火災によって甚大な被害（流失や焼失） 

のあった街区として認定した全損地域 

②  郵便事業（株）によって郵便物等の配達困難地域となっている区域 

③ 原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第１５条第３項 

の規定による避難のための立退き又は屋内への退避に係る内閣総理大臣の指 

示の対象地域となった地域 

   ④同法第２０条第３項の規定による計画的避難区域及び緊急時避難準備区域の 

設定に係る原子力災害対策本部長の指示の対象となっている区域 

（２）調査客体となる医療機器販売業者及び病院等のうち、東日本大震災に対処する 

ための特別の財政援助及び助成に関する法律（平成２３年法律第４０号）第２条

第３項に規定する特定被災区域に所在するものに対しては、調査協力の了承を得

た上で、調査を実施する。 

 （３）有効回答の集計・分析の際に、被災区域に所在する調査客体からのデータを除 

いた集計を別途行うなどの措置を必要に応じ講じる。 

  

（参考１）前回本調査における岩手県、宮城県、福島県の調査客体数 

 岩 手 県 宮 城 県 福 島 県 合  計 全調査客体数 

医療機器販売業者 １６２ ２２７ １３３ ５２２（8.2%） ６，３６８ 

病      院 ２２ ３７ ３７   ９６（4.4%） ２，１９５ 

一 般 診 療 所 １１ １７ １９   ４７（3.7%） １，２６１ 

歯 科 診 療 所 １０ １７ １５  ４２（3.7%） １，１４３ 

保 険 薬 局 ２６ ３２ ２４  ８２（5.1%） １，６１７ 

歯 科 技 工 所 １ １ ３   ５（4.8%） １０５ 

合      計 ２３２ ３３１ ２３１ ７９４（6.3%） １２，６８９ 

 

（参考２）特定保険医療材料価格調査の業務分担 

厚生労働省 請負業者 都道府県 

調査企画及び調

査実施 

・調査要領作成 

・調査票作成 

・調査客体名簿 

作成（全損地 

域等除外含 

む） 

 

調査に付随する業務 

・調査票印刷（H21：大和綜合印刷，H19：第一印刷） 

・製品リスト作成（H21,H19：医療情報システム開発センター） 

・価格調査用プログラム作成、データ集計 

（H21：医療情報システム開発センター，H19：富士テレコム） 

・都道府県への調査票梱包、発送 

（H21，H19:協新流通デベロッパー） 

・回答用ＣＤ－Ｒ作成（H21，H19：シーディーエス） 

・紙回答（購入サイド）のパンチ入力 

（H21：日比谷情報サービス，H19：イマージュ） 

調査に付随する業

務 

・調査客体への発 

送（特定被災区

域に関する調査

協力確認含む）

及び回収 

 ※平成２３年度はまだ契約を行っていないため、請負業者は平成１９，２１年度実績。
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（参考） 

平成２１年度に実施した特定保険医療材料価格調査について 

 

１．趣旨 

材料価格基準改正の基礎資料を得ることを目的として、特定保険医療材料について、 

保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に販売する医療機器販売業者の販売価格及び 

一定率で抽出された医療機関等での購入価格を調査。 

 

２．調査期間 

  平成２１年５月から同年９月取引分を対象として、平成２１年１０月１日から同年 

１０月３１日の間で実施（ただし、ダイアライザー、フィルム、歯科材料及び保険薬 

局調査分については、平成２１年９月取引分のみを対象）。 

 

３．調査の対象及び客体 

（１）販売サイド調査（回収率６８．０％） 

   保険医療機関に特定保険医療材料を販売する医療機器販売業者の全数 

                                調査客体数 ６，３６８客体 

（２）購入サイド調査（回収率６１．０％） 

  ① 病院及び一般診療所（歯科診療所を除く。以下同じ。）の全数を対象とし、以 

下のように抽出された病院及び一般診療所を客体とする。 

   ア 病院の全数から層化無作為抽出法により４分の１の抽出率で抽出された病 

院。 

                 調査客対数 ２，１９５客体（回収率６６．３％） 

 

   イ 一般診療所の全数から層化無作為抽出法により８０分の１の抽出率で抽出 

された一般診療所。 

                  調査客体数 １，２６１客体（回収率５１．６％） 

 

②  歯科診療所の全数を対象とし、層化無作為抽出法により６０分の１の抽出率で 

抽出された歯科診療所。 

調査客体数 １，１４３客体（回収率５５．６％） 

 

③  歯科技工所の全数を対象とし、層化無作為抽出法により６０分の１の抽出率で 

抽出された歯科技工所。 

調査客体数   １０５客体（回収率３８．１％） 

 

  ④ 保険薬局の全数から、層化無作為抽出法により３０分の１の抽出率で抽出され 

た保険薬局。 

                  調査客体数 １，６１７客体（回収率６６．４％） 

 

４．調査事項 

材料価格基準に収載されている特定保険医療材料の品目ごとの販売（購入）価

格及び販売（購入）数量を調査。 
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